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10 会計 01

20 款 09

項 01

目 01

A

諸収入外

　●旅費 円

・消防学校、消防大学校、救命士研修所 延べ 16 人 円

・その他研修、会議旅費 延べ 91 人 円

　●需用費

・消耗品費、燃料費、食料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費、被服費 円

　●役務費 円

・通信運搬費、手数料、保険料

　●委託料 円

・保守管理委託料外

　●使用料及び賃借料 円

・使用料、敷地借上料外

　●備品購入費 円

・庁用器具費（エアコン、製氷機外） 円

・器具費 円

決算事項別明細書 P115

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 常備消防費 消防費

事業開始年度 令和6年度 消防費

事業進捗度 － 常備消防費

当 初 予 算 額 90,082,000 円

予 算 現 額 90,274,000 円

決 算 額 87,174,614 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,064,679 円

人件費コスト  B 73.0人役 557,136,000 円 総事業費　　A+B 644,310,614 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【防災体制の構築事業】 78,027,363円 0円 0円 4,064,679円 73,962,684円

3,252,420 

1,199,604 

2,052,816 

27,149,082 

消防吏員用活動服　29着 救助服　11着

8,266,528 

21,461,958 

4,202,140 

5,116,380 

521,020 

4,595,360 

全自動製氷機 エアコン

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 83,109,935 円

　災害に迅速に対応できる高度な能力を持つ消防職員を育成するため、県消防学校及び消防大学校並びに各種研修
機関等へ派遣し、職員の更なる資質向上を図り、もって消防体制の充実を図った。
　また、多種多様化する災害に対応するため、消防資機材及び設備等の充実を図った。

目
的

常備消防として各種災害に対応するた
め、職員の資質向上と消防資機材の維持
管理を図ることにより、迅速な消防防災
活動を行い、災害の予防及び被害の軽減
を図る。



　●負担金補助及び交付金 円

・消防学校、消防大学校ほか　各種研修負担金 円

・協議会、防火委員会、消防長会外　負担金 円

　●その他 円

・報償費、消防長交際費外

　●報酬 円

・会計年度任用職員報酬（1人分）

　●職員手当等 円

・会計年度任用職員手当等（1人分）

　●共済組合負担金 円

・会計年度任用職員共済組合負担金（1人分）

　●社会保険料 円

　●需用費 円

・修繕料

　●役務費 円

・手数料（タイヤ組替料外） 円

・保険料（自賠責保険、共済保険） 円

　●公課費 円

・自動車重量税（11台）

自動体外式除細動器 乳幼児救助用器具

全身化学防護服 消防吏員用防火服

消防用ホース

5,202,566 

1,732,308 

3,470,258 

266,558 

1,943,400 

718,786 

170,040 

277,505 

【緊急車両等維持管理事業】 9,147,251円 0円 0円 0円 9,147,251円

2,133,545 

6,588,006 

6,029,130 

558,876 

425,700 

　消防車両の整備維持管理は、災害時の適切かつ迅速な対応を可能にするためには不可欠であり、消防車両の点検
及び整備を図った。
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項 01

目 02

A

諸収入外

　●報酬 円

・消防団員報酬（614人） 円

・機械器具手入れ報酬（自動車43台） 円

・訓練出動報酬（延べ1698人） 円

・災害出動報酬（火災192人､警戒68人、行方不明捜索1人 延べ261人） 円

・火災予防警戒パトロール（春・秋火災予防週間）（延べ608人） 円

・操縦者等報酬（自動車43台） 円

　●報償費 円

・消防団員退職報償金（19人） 円

・安来市消防団協力隊謝礼（15人）外 円

・その他 円

　●旅費 円

・費用弁償 円

・普通旅費 円

　●需用費 円

・消耗品費 円

・燃料費 円

・被服費 円

・その他（光熱水費、修繕費外） 円

　●負担金補助及び交付金 円

・消防団員退職報償金掛金（667人） 円

・消防団員福祉共済掛金（610人） 円

・公務災害補償費共済掛金 円

・防火防災訓練災害補償費等共済掛金 円

・その他 円

　●その他（通信運搬費、手数料、敷地借上料外） 円

決算事項別明細書 P115

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 非常備消防費 消防費

事業開始年度 令和6年度 消防費

事業進捗度 － 非常備消防費

当 初 予 算 額 86,016,000 円

予 算 現 額 75,593,000 円

決 算 額 71,907,682 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 10,500,247 円

人件費コスト  B 5.0人役 38,160,000 円 総事業費　　A+B 110,067,682 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【消防団体制の構築事業】 66,504,583円 0円 0円 8,710,247円 57,794,336円

32,688,833 

23,117,833 

903,000 

5,094,000 

976,000 

1,824,000 

774,000 

6,977,950 

6,767,000 

142,475 

68,475 

4,543,964 

4,449,249 

94,715 

4,694,381 

714,823 

606,800 

1,378,459 

1,994,299 

16,349,178 

12,806,400 

1,830,000 

1,397,017 

37,000 

278,761 

1,250,277 

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 61,407,435 円

　消防団は、災害現場での活動や日頃の地域住民への防災指導など地域防災力の中枢をなす組織である。昨今、地
震、豪雨等の自然災害が全国的に多発しており、消防団の災害対応能力向上が急務である。そのため、教育訓練及
び研修へ参加し、更なる災害対応能力の向上を図った。

目
的

消防団員の資質向上と消防資機材の維持
管理等を行い、火災を予防し水害や地震
等から被害の軽減を図る。



　市民の安全を確保するため、災害時の適切かつ迅速な対応を目的に消防車両の整備維持管理を行った。

　●需用費 円

・修繕料

　●役務費 円

・手数料（リサイクル費用：比田2班、山佐3班） 円

・保険料（自賠責保険、共済保険） 円

　●公課費 円

・自動車重量税（25台）

　消防団活動を実施する上で必要な防火衣等を整備した。

　●備品購入費 円

・器具費

【消防団車両等維持管理事業】 3,581,499円 0円 0円 0円 3,581,499円

2,052,346 

812,553 

17,600 

794,953 

716,600 

【消防団員用器具費購入事業】 1,821,600円 0円 0円 1,790,000円 31,600円

1,821,600 

消防団員用防火服
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目 03

A

過疎

　●需用費 円

・修繕料（維持）

　●機械器具費 円

・救助工作車Ⅱ型 円

・資機材搬送車 円

・査察車 円

決算事項別明細書 P117

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 常備消防施設費 消防費

事業開始年度 令和6年度 消防費

事業進捗度 － 消防施設費

当 初 予 算 額 167,986,000 円

予 算 現 額 167,664,000 円

決 算 額 167,660,460 円

地　方　債 159,300,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 5.0人役 38,160,000 円 総事業費　　A+B 205,820,460 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【消防庁舎維持管理事業】 3,727,460円 0円 0円 0円 3,727,460円

3,727,460 

【機械器具購入事業】 163,933,000円 0円 159,300,000円 0円 4,633,000円

163,933,000 

149,820,000 

9,548,000 

4,565,000 

救助工作車Ⅱ型 資機材搬送車

査察車

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 8,360,460 円

　24時間常時出動体制を確保し、消防業務を円滑に遂行するため消防施設を適正に維持･管理し、災害時の適切か
つ迅速な対応を可能にするため、消防施設の充実と業務効率を高める職場環境の改善を図った。

目
的

消防施設及び設備の整備拡充を行うこと
により、各種の災害に初動から迅速かつ
効果的に対応し、被害の軽減を図る。
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目 03

A

過疎外

　更新計画に基づき老朽化した車両、資機材を整備し、各種災害への対応強化を図った。

　●需用費 円

・防火水槽外柵修理（1か所 田頼町） 円

・水路修繕 円

・消防団車庫シャッター取替修繕（広瀬2班消防車庫） 円

・その他 円

　●役務費 円

・地下式消火栓位置区画線溶融塗装 円

・防火水槽看板設置 円

　●材料費 円

　●備品購入費 円

・小型動力ポンプ付軽積載車（比田分団、山佐分団）

　●負担金補助及び交付金 円

・消火栓新設工事負担金（5カ所）

決算事項別明細書 P117

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 非常備消防施設費 消防費

事業開始年度 令和6年度 消防費

事業進捗度 － 消防施設費

当 初 予 算 額 380,401,000 円

予 算 現 額 365,419,000 円

決 算 額 361,691,659 円

地　方　債 356,500,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 4.0人役 30,528,000 円 総事業費　　A+B 392,219,659 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【非常備消防体制の構築事業】 22,589,925円 0円 19,000,000円 0円 3,589,925円

2,076,250 

1,122,000 

施工後 施工前

145,750 

682,000 

126,500 

248,600 

149,600 

99,000 

13,475 

15,180,000 

比田分団 山佐分団

5,071,600 

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,191,659 円

目
的

消防団施設及び設備の整備拡充を図り、
安全で安心な住みよい地域づくりを目指
す。



　大塚町地内末広・大栄団地建替計画に伴い支障となる大塚分団車庫を移転整備した。

　●委託料 円

・工事監理委託料

　●工事請負費 円

　●委託料 円

・比田交流センター駐車場整備事業設計業務委託 円

・比田防災拠点施設監理業務委託 円

・設備移設業務委託 円

　●工事請負費 円

　●備品購入費 円

・器具費（比田拠点施設什器購入　外）

　●負担金補助及び交付金（上水道加入負担金） 円

　●その他（消耗品、敷地借上料） 円

日立町地内 赤崎町地内

西赤江町地内 広瀬町富田地内

【大塚分団車庫整備事業】 40,762,700円 0円 39,900,000円 0円 862,700円

1,061,500 

39,701,200 

完成写真 完成写真

【比田防災拠点施設整備事業】 298,339,034円 0円 297,600,000円 0円 739,034円

11,652,846 

2,695,000 

3,168,000 

5,789,846 

284,133,300 

1,640,023 

70,400 

842,465 

完成写真 完成写真

　広瀬町西比田地内にヘリポート、比田分駐所、比田分団拠点施設を整備した。この事業は、令和５年度に旧トス
カ工場棟の解体、実施設計、土地購入を行い、令和６年度に建築整備を行い事業完成となった。
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A

　●需用費 円

・消耗品費（ブルーシート、土のう袋ほか）

決算事項別明細書 P117

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 水防費 消防費

事業開始年度 令和6年度 消防費

事業進捗度 － 水防費

当 初 予 算 額 860,000 円

予 算 現 額 260,000 円

決 算 額 195,027 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 2.0人役 15,264,000 円 総事業費　　A+B 15,459,027 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【水防活動事業】 195,027円 0円 0円 0円 195,027円

　災害発生に備え、水防倉庫の維持管理及び備蓄資機材の整備を行い、土のう袋などの資機材を購入した。

195,027 

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 195,027 円

目
的

災害（洪水･高潮等）による被害を未然に
防止し、市民の生命･財産を守り、安全で
安心な地域づくりを目指すもの。


